
令和７年度がスタートしました！ 

 ４月８日、始業式の日、元気よく子どもたちが登校し、新年度がスタートしました。進

級おめでとうございます。始業式に臨む子どもたちは、期待に胸をふくらませ張り切って

いる様子でした。今年度も学校教育目標である「清くやさしい子ども・強く正しい

子ども・希望かがやく子ども」を目指して教育活動に取り組んでいきます。 
私は、この度の人事異動により、校長として着任いたしました、板倉 英史（いたくら

ひでふみ）と申します。島原市立第一小学校から異動となりました。地元有明町の湯江小

学校に勤務することとなり、大変うれしく思います。かがやく湯江小学校の子どもたちの

ために、全職員で協力し、全力で頑張ります。保護者、地域の皆様方には、さらなるお力

添えをいただきながら、学校・家庭・地域が一体となって、よりよい学校づくりを推進し

て参りたいと思います。ご協力よろしくお願いいたします。今年度の職員構成は、下記の

とおりです。 

【令和７年度 湯江小学校職員構成】 

校  長 板倉 英史 第一小学校より 外国語専科 山口 亜希 本校２年目 

教  頭 岸川 和生 本校６年目 少人数指導 志岐 千恵子 高野小学校より 

教  務 大町 誠 本校５年目 少人数指導 野中 邦明 第二小学校より 

１年１組 隈部 律子 本校２年目 初任者指導 橋本 徳彦 第二小学校より 

２年１組 入江 博子 本校６年目 養護教諭 本多 史枝 本校２年目 

３年１組 川口 真由 新規採用 栄養教諭 宮原 文恵 本校４年目 

４年１組 梅津 良彦 三会小学校より 事務職員 松尾 由美子 本校３年目 

４年２組 熊本 勇一朗 本校４年目 学校司書 荒木 郁子 本校２年目 

５年１組 坂下 佳織 霞翠小学校より 学習支援員 原 美和子 本校４年目 

５年２組 喜多 康介 本校２年目 校務主事 石本 秀次 第二小学校より 

６年１組 汾陽 佑香 本校４年目 事務補助 前田 紋子 本校６年目 

ひまわり 永石 富子 第三小学校より 事務補助 荒木 厚美 火曜勤務 

たんぽぽ 古瀬 大輔 本校２年目 ＡＬＴ イアン 本校２年目 

あおぞら 松本 美由紀 第四小学校より ICT 支援員 木下 直美 月・金曜勤務 

 

全校児童１９８名の子どもたちを、２８名の教職員で指導、支援していきます。一人一

人に寄り添い、すべての子どもを大切にした指導をしていきます。 

～ 笑顔いっぱい かがやく湯江っ子のために ～ 
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